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V207a SOLAR-C衛星EUVST: 望遠鏡と搭載機器のエンジニアリングモデル開発
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SOLAR-C衛星は、極紫外線 (SW: 17–21 nm, LW: 46–122 nm)にある輝線を高空間分解能高感度で分光観測
するEUVSTを搭載する。望遠鏡は口径 28cm焦点距離 2.8mの軸外放物面の主鏡でスリットに結像する光学系を
採用し、分光器コンポーネントはCFRPパネル鏡筒構造に配置される。海外機関が提供する分光器コンポの設計
結果を ICD、熱数学モデル、構造数学モデルで提示してもらい鏡筒構造との IF設計を確立してきた。開発を要
するコンポについてはエンジニアリングモデル (EM)の開発試験を進めている。中でも日本担当の主鏡アセンブ
リは開発要素が高く、視野スキャンと姿勢揺れ補正を兼ねる傾動機構と焦点調整用の直動機構の上に 30cm外径
の主鏡を搭載し、打上後にロンチロックを開放して可動させるものである。BBMで駆動機構の技術実証した後、
現在、主鏡アセンブリ EMの開発を進めている。フライトモデルと同材質同形状で多層膜コーティング (ドイツ
担当)実証も兼ねた主鏡 (ただし、面精度は悪い)を搭載し、駆動性能と主鏡面形状が機械環境試験前後で変化し
ないことを 2026年度前半に実証する。各コンポ間の電気 IFを実証する EM電気 IF試験を計画しており、先行
して日本担当望遠鏡電気箱 (TEB)とスイス担当 SoSpIM(太陽放射照度計)の IF試験を 2025年 7月に完了した。
分光器電気箱 (SEB)とカメラ等の分光器コンポ間、また TEBと SEB間の IF試験を 2026年度に計画している。


